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“地域の安心支援拠点”安心と信頼を提供します

“皆さまの健康長寿”その人らしい生活をささえます

“四者満足”希望と満足を実感できる法人でありつづけます

［医療］
日本医療機能評価機構認定病院
日本循環器学会認定　循環器専門医研修関連施設
日本腎臓学会認定教育施設
日本透析医学会専門医制度　教育関連施設
日本認知症学会専門医制度　教育施設
日本臨床栄養代謝学会NST稼働施設
［予防医学］
人間ドック健診施設機能評価認定施設
日本人間ドック学会専門医研修施設
日本脳ドック学会認定施設

基本方針
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“思い”を大切にした医療・予防・ケアに取り組みます
安全・納得の技術を提供します
切れ目のない地域連携で皆さまを支えます
24時間、365日、まごころサービスで皆さまを支えます
安心と信頼を提供できる人材を育成します
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今回は大腸CTに関して、ご説明させて頂きます。

ＣＴ装置を用いた新しい 検査方法のご紹介ＣＴ装置を用いた新しい 検査方法のご紹介
　前号で新しく採用した※CT装置について紹介をさせて頂きましたが、その装
置を用いて２つの新しい検査として大腸CTと冠動脈CTを導入する予定です。
※詳細は病院だより夏号または病院ホームページをご参照ください。

　大腸CTでは、大腸がんの可能性が高くなるといわれている６
㎜以上の大腸ポリープ・腫瘍を感度８７～９０％、特異度９２～９３％
で発見できるとされています。
　また、大腸の内視鏡画像とも類似した画像が得られ、大腸CT
後に内視鏡で病変を採取する際にも病変の場所がわかるため、
比較的短時間で検査を終了することが可能です。
　今回、８０列ＣＴという高性能機種の導入は、画像の質向上だ
けでなく、患者さまの負担軽減を考えての結果です。
　新しく導入しました機器を使用し、当院の理念であります、
「困っておられる方、苦しんでおられる方に２４時間３６５日寄り添
う」を忘れず、病気の早期発見・早期治療ができ、地域医療にも
一層貢献できる検査を行なってまいりたいと思います。
　先生方のかかりつけ患者さまにもお役に立てる場面はある
と思います。検査依頼でご紹介頂いた際には、レポートを添付し
て即日お返事できるようになると思います。
　ご入用の際には、ぜひご紹介ください。
　宜しくお願い致します。

　大腸CTとは、CTで得られた画像をもとに、腸の病気やポリープなどを見つけるための検査で
す。大腸がんは、がん全体の中でも男性では３番目、女性では２番目に多いがんで、女性のがんでの
死因では１位となっています。このような数字になっている背景には、初期の症状が少ないことと、
健診での精密検査の受診率の低さが要因となっています。
　大腸がんでの精密検査といえば大腸内視鏡検査ですが、痛みが強い、恥ずかしいといったイ
メージが強いことが受診を遠ざけている原因の１つとなっています。
　また、山口県の大腸がん検診受診率は全国の中でもかなり低い順位で、県内での受診率向上が
課題となっています。
　こういった背景から当院では比較的受けやすい大腸CT検査を推奨し、患者さまの病気の早期
発見を目指したいと考えています。

読影医　岸　尭之

①検査時間が短い
②体外からの撮影であるため苦痛が少ない
③大腸内視鏡の挿入が困難な方でも検査が可能
④3次元的に観察できるため、大腸全体像や病変の形状
を正確に把握できる
⑤腹部を撮影するため大腸以外の臓器情報を得られる
⑥大腸の形や他臓器との位置関係を把握できる

メリット

①体外からの撮影であるため病変の色や硬さの情報が
得られない
②組織の採取ができないため、異常が検出された場合は
大腸内視鏡検査を受けることが必要
③医療被ばくがあるため妊娠の可能性がある方、妊娠中
の方は検査できない
④平坦な病変や５㎜以下のポリープ様病変の抽出精度は
大腸内視鏡検査に比べ劣る

デメリット

大腸CTと大腸内視鏡を比較すると

などがあげられます。
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２０２３年度下期入社式および
新入職員研修（１０月２・３日）を執り行いました

２０２３年度下期入社式および
新入職員研修（１０月２・３日）を執り行いました

　２０２３年度４月２日以降に入職した１０名に、１０月１日入職の２名を加え、総勢１２名が入社式および新入職員
研修に臨みました。
　職種は、看護師、介護福祉士、介護職員、臨床検査技師、臨床工学技士、事務職員など、実にさまざまです。
入社式は、“ようこそおいで下さいました”との病院長訓示で始まり、辞令交付の後、参加者全員で記念撮影を
行いました。
　新入職員研修は、当法人自慢の“職員ハンドブック”に沿って、法人理念・基本方針の講義を皮切りに、２日間
で計１４コマの講義を行いました。
　中でも新入職員研修“名物”の病院長によるオリエンテーションでは、病院長が会場狭しと動き回り、新入職
員達とのコール＆レスポンス“魂のキャッチボール”。病院長が投げる剛速球（質問）を、新入職員達はしっかり
受け止め、力の限り投げ返す（返答）、大熱闘の約９０分間でした。
　「やる前から出来ないと決めつけずにチャレンジすること」「頂上だけではなく裾野まで磨くことのできる
職員であること」「率先して行動できる職員であること」「自分の意志、意見を述べること」など、新入職員は
しっかり受け止めました。
　この度の研修で学んだことを常に意識し、皆さまの“その人らしさ”を大切にできる職員となるよう、引き続
きそれぞれの部署で研鑽に励んで参ります。
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　当法人は、今年度からGQプロジェクトを始動致しました。　
　GQプロジェクトとは、『全職員であらゆる業務の品質を“今より良くしよう！”』を合い言葉に、職員一丸と
なってさまざまな業務品質の向上に取り組むものです。
　今以上の満足を、患者様・ご家族様、地域の皆様にお届けし、そして更には職員にも届けるために、当法人
の理念である『四者満足　希望と満足を実感できる法人であり続けます』の具現化を加速させていきます。

　あらゆる声を大切にし、GQプロジェクト定着のために、『GQタイム』を導入しました。
　
GQタイムとは？
①職員は、毎日午後３時に流れる館内放送を合図に、患者様や職員に「困っていることはありませんか？」と声
をかける。
②部署長は、毎日朝礼で職員の声を聴取する機会を設ける。
③患者様の声・職員の声をヒントに、業務品質の向上を図る。
　
　GQタイムのサイクルを回し続けることで、あらゆる業務品質が“今よりも良くなる”と考えています。GQプ
ロジェクトは、患者様・ご家族様、そして地域の皆様の声があってはじめて機能致します。午後３時の館内放送
をお聞きになった際は、ぜひお声をお届け下さい。

GQ(Good Quality)プロジェクトとは？

GQタイム“あらゆる声を大切に”
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一部の脳神経外科外来及び
認知症外来の休診のご案内

　６月１日付けで（社）山口県病院協会より、長年当法人で活躍されている職員２名（早瀬順子さん＜院内保育
所すくすくランド＞、藤岡幹子さん＜外来＞）が表彰されました。この表彰は、病院に勤務するすべての職種を
対象に、長年勤務し、かつ勤務成績の優秀な職員に対して、各病院の推薦者の中から山口県病院協会が決定
したもので、病院にとっても名誉なことです。
　今回の２人は、法人内でそれぞれ専門職として、約３０年に亘り、大きな貢献をして頂きました。外来で地域
医療の最前線に立ち、また、医療介護現場で働くスタッフのお子さんを守ることで家庭と仕事の両立を支援す
る、そんなお二人の活躍に、感謝の気持ちで一杯です。今後も一層のご活躍を期待していますが、ベテランの
技を、さらに「チーム医療の推進」に役立てて頂ければと思います。本当におめでとうございました。

　当院脳神経外科医師の都合により、一部脳神経外科外来（月・火曜日午前及び第１・３土曜日午
前）、認知症外来（火曜日午後）は、当分の間休診させて頂くこととなりました。またこれに伴い、運
転免許証の更新に係る手続きも当分の間中止させて頂きます。
　＊金曜日の脳神経外科外来につきましては、変更はありません。
　受診やご利用を希望される皆様には、大変ご不便をお掛け致しますが、何卒ご了承頂きますよ
うお願い致します。
　なお、お問い合わせにつきましては、当院地域連携室までご連絡頂きますようお願い致します。

＜お問い合わせ先＞
当院地域連携室　担当：武井、米田

電話：０８３６－６５－２１９０
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一緒に働くスタッフを
募集しています
一緒に働くスタッフを
募集しています

あなたがあなたらしく活躍できる環境を準備しています!あなたがあなたらしく活躍できる環境を準備しています!

育児中の方も安心して働ける環境
院内保育所を完備（原則1歳から）しております
また、有給休暇とは別に、子の看護休暇（有給）も取得できます
女性の活躍や子育てとの両立サポート企業として
「くるみん」「えるぼし」ダブル認定済みです

ライフプランに合った勤務
【勤務時間、常勤または非常勤、
扶養内勤務、夜勤あり・なし勤務】など
あなたの希望の働き方をご相談ください
シフト作成時に休日希望の相談も可能です

キャリアを応援
あなたの成長を促す人事制度があります
自己啓発や資格取得には助成制度も利用可能です
また、適性に合わせた部署の希望や異動も検討可能です

充実した福利厚生
年間休日116日（月9～10日）で
仕事だけでなくプライベートも
充実できます
リフレッシュ休暇制度で
連休取得も可能です
また、企業型DC制度もあります
（加入時は奨励金制度あり）

2024年卒業予定の新規卒業者様も募集を受け付けております
当院で社会人の１歩を踏み出しませんか？
募集職種など、詳細は当院ホームページ【職員募集案内】の「新卒採用」をご覧ください。

【担当】 中野、上山（人材開発グループ）      【問合せ先】 ０８３６‒６５‒１６３０
HPからのお問い合わせはこちら→

募集要項はこちら→

ご応募お待ちしております!

入社お祝い金制度あり!
※詳細は面接時説明
※「病院便りを見ました」と
　お知らせください

【募集職種】【募集職種】

【配属】【配属】看護師・准看護師：病棟、外来、透析センター、訪問看護、ニューライフあじすなど介護職員　　　　：病棟またはニューライフあじす

見学随時受付中！ お気軽にお問い合わせください。

看護師、准看護師
介護職員
看護師、准看護師
介護職員

当院は発症（外来・救急等）から急性期治療～回復期～維持期（慢性期）、退院後の老人保健施設やデイ・ケア等、
在宅生活や予防医療（健診）まで、健康を支える医療を提供する病院です。



外来診療案内 阿知須共立病院

診療時間

休診案内 第５土曜日、日曜、祝日及び８月１５日・１６日、１２月３０日～１月３日 
上記時間外・深夜・休日は、当直医がおりますので、急患は受付させていただきます。      
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内科一般・循環器内科
内科一般・循環器内科
内科一般・糖尿病内科
内科一般・呼吸器内科
内科一般・糖尿病内科

専門分野土金木水火月

午前

午前

午前

午前

午前

午後

午後

午後

午後

午後

内
　
　
　
　科

整
形
外
科

専
　門
　外
　来

健 

診

訪
問
診
療

外
　科

 フォローアップ  フォローアップ  フォローアップ  フォローアップ

 フォローアップ  フォローアップ  フォローアップ

 フォローアップ

担当医師 担当医師 担当医師

藤井

三好
正規
武山

フォローアップ外来

内科一般・内分泌内科・呼吸器内科
【相談】福祉・産業医学・学校保健
内科一般

＊訪問診療・訪問看護・訪問リハビリ、介護老人保健施設・福祉施設、短期入所、通所リハビリ等の介護保険のご相談にも応じます。 

９：００～１２：３０（受付時間 ８：００～１２：００） 
（病院代表）０８３６‒６５‒２２００

14：００～１7：３０（受付時間 13：００～１6：3０） 
（病院FAX）０８３６‒６５‒4436

９：００～１２：３０（受付時間 ８：００～１２：００） （健診センター）０８３６‒６５‒2711
平  日

土  曜

2023/8/1

鈴木千衣子
糖尿病医師
呼吸器医師
三 好 正 敬
佐 島 秀 一
呼吸器医師
佐 島 秀 一
糖尿病医師
呼吸器医師
鈴木千衣子
三 好 正 敬
呼吸器医師

１週

２週

３週

４週

千々松日香里
原 田 俊 夫
千々松日香里
原 田 俊 夫

１週
２週
３週
４週

内　　容
減　酒　外　来
認 知 症 外 来
睡眠時無呼吸外来
禁　煙　外　来
ス ト ー マ 外 来

開 催 日
毎週火曜日
毎週火曜日
毎週水曜日
毎週木曜日

第１・３週金曜日

受 付 時 間
１４：００～１６：００
１４：００～１６：００
１４：００～１６：００
１３：３０～１６：００
１４：００～１５：００

予　約
必　　要
当面の間休診
必　　要
必　　要
必　　要

担当医師
鈴木千衣子
石光　　宏
三好　正敬
藤井　郁英
原田　俊夫

当面の
間休診

当面の
間休診

石光
藤附
桂

脳神経外科一般
脳神経外科一般
脳神経外科一般

午前

午後

脳
神
経
外
科

藤附 駿 輔
桂 　 建 輔
藤 附 駿 輔
桂 　 建 輔
藤 附 駿 輔

１週
２週
３週
４週
5週

１週
２週
３週
４週

当面の間休診

当面の間休診
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